
導入事例

情報共有と気づきで業務効率アップを実現

阿蘇医療センター 看護部

https://www.kis.co.jp/solution/medical/nurse-board/

検 索ナースボード KIS
病棟看護業務支援システム ナースボード

阿蘇医療センター 所在地：熊本県阿蘇市黒川1266番地

病床数：１２４床（一般120床（うち開放型病床5床）、感染症4床)

2014年に電子カルテシステムを導入され、その後も様々なシステムを導入しＩＴ化を進められてい

ます。近年は医療ＤＸを推進され、WEB問診の導入やスマホによる情報連携の促進など多岐にわた

りデジタル化を進められています。病棟看護業務においてもＤＸ化として『Nurse Board』を活用

されており、お話しを伺いました。 (左から山部かおる看護部長、石田洋昭看護師長、後藤美穂看護師長)

―― N u r s e B o a r d (以下ナースボード )

は電子カルテに登録されているタスク 、

処方や注射のスケジュールなど患者さん

に関する情報を共有するというシステム

ですが、これまでと比べると情報共有や

業務管理に変化はありましたか？

山部 電子化された画面に自動的に反映

されるので省力化が実現できました。

看護師達は患者さんひとりひとりのワー

ク シ ー ト を 持 っ て お り 、 タ ス ク を 紙 で

チェックしながら漏れがないようにして

いるんです。

しかし、そのやり方では 本人は分かるけ

ど他の人は分からないし 、進捗も周りか

らは見えませんでした。

ナースボードだと終了したタスクが分か

るので他のスタッフからもこの患者さん

はこの検査が終わったんだなということ

が分かるようになり、情報共有がスムー

ズにできるようになりました。

患者さんは必ず病室にいるわけではない

ですし、いつも担当看護師がその場にい

るわけでもないので、不在の場合でも画

面を見るだけで患者さんの状況が分かる

のはすごく便利だと思います。

石田 看護師だけではなく医師やリハビ

リの方などもナースボードをよく見てい

るので、他の職種の方とも情報共有がで

きるようになったことは良かったと思い

ます。

複数の職種で構成されるチームで患者さ

んを看ているので、他の職種の方が同じ

情報を持っていると話し合いもスムーズ

ですし、問題解決も速いので 、情報共有

は重要なことだと思います。

山部 検査の後にリハビリを入れるなど

計画も立て易くなりました。
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――そういった情報をみなさんで共有す

ることで 、たとえば、医療事故を防ぐと

か、患者さんをケアしないといけないタ

イミングでケアするとか 、そういったと

ころにも繋がってきますか？

石田 今までは毎日のスケジュールをホ

ワイトボードに書き換えるという作業が

あったのですが 、実際に手で書かなくて

良いので書き漏れがなくなりました。

後藤 ナースボードには病院の課題でも

ある病床使用率が表示されるので必ず見

ています。

また、これまでは医師からの指示を見落

とさないよう 、神経質に電子カルテを確

認していましたが、ナースボードは新し

く出た指示を音でお知らせしてくれるの

でタイムリーに指示の発生に気づけるよ

うになりました。

画 面 上 に も 「 N e w 」 や 「 U p d 」 と い う

文字が表示されるので 、指示の追加や変

更にすぐに気づけます。

山部 私がリーダーをしていた時は 、医

師から何か新しい指示がきているかもし

れないという気持ちがいつもあり 、お昼

休みや医師が来ていた後に患者さんへの

指示が出ていないかを確認していたので

すが、今はナースボードで分かるように

なったので、そういう先回りした動作は

なくなりました。

――そのワンステップの作業が必要なく

なったということは大きいですし、スト

レス軽減にも繋がっていますね。ナース

ボードの導入で楽になったことなどはあ

りますか？

山部 情報が可視化されるようになり 、

度々電子カルテの画面を覗き込んで確認

しなくても分かるようになったので、そ

のあたりがとても良いと思います。

後藤 そうですね。入退院の予定や検査

の予定等、様々な進捗状況が電子カルテ

を見なくてもナースボードの一画面でわ

かるので、パソコンを見る頻度は減りま

したね。

―― 医 療 D X の 推 進 は 今 後 も 加 速 し て く

と思いますが、ナースボードで実現して

欲しいことはありますか？

山 部 こ れ か ら の 少 子 高 齢 化 社 会 に は

D X 化 は 必 要 だ と い わ れ て い ま す よ ね 。

医 療 D X は 医 療 サ ー ビ ス の 向 上 と 病 院 ス

タッフの負荷軽減を目的にしたものです

から、少しでも私達看護師が楽になる機

能が増えることを期待しています。そし

て、私達もこれを機に業務環境を変えて

いく必要があると思っています。
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